


























































































































社会が生まれつつあります。1960 年には数％しかいなかった 65 歳以上の高齢







割合が、日本のデータですと大体 4分の 1、つまり 25％くらいがが 65 歳以上
です。子どもの人口が十数％ですから、子どもの倍くらい 65 歳以上人口がい
る社会に私たちは生きているわけです。子どもの割合と 65 歳以上の割合が逆
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先ほど申し上げたように、男性の長時間労働は、1970 年代後半から 80 年代
にかけて急激に拡大します。1970 年代半ばに週 60 時間以上働いた男性は、
350万人くらいいると言われています。1980年代後半には750万人くらいになっ
ています。多分、今はもっと多いのではないかと思います。今でも、30 代の
























































































「I love you」と言いながら妻を殴っているシーンが出てきます。「I love you」
ですよ「俺は、おまえを愛している」と言いながら殴るんです。これは「I 





















































































































































































































































































































多いのは 30 代です。1990 年の段階だと、30 代男性の 3割近くが週 60 時間以
上働く状況に置かれています。もっと言うと、50 代、20 代、30 代、40 代も、











































































































（京都新聞、2013 年 7月 25日）
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も結果的に不幸につながりやすいのではないかと思います。
以前、この話をお医者さんや弁護士さんの集まりでしゃべったことがありま
す。男性は、気の置けないコミュニケーション、割とオープンなコミュニケー
ションが苦手だが、要件があればしゃべられるという話をしたのです。参加者
のなかに東京都の監察医の方がおられました。変死体などを解剖される方です。
講演会の後で、その方とお酒を飲んでいるときに、この監察医の方は、「おま
えの言うとおりだ。俺は 1,700 人、変死体を解剖したけれども、3日以内に発
見されないのは、みんな男だ」と言っていました。亡くなってしまったらそれ
まででしょうけれども、亡くなるまでの何カ月間、ほとんどしゃべらずに、一
人静かに亡くなっていくというのは、考えてみたらちょっと寂しいことかなと
思います。男性たちが身構えてコミュニケーションができない状況というのは、
男性自身も不幸にするのではないかと、そのときも深く思いまました。介護の
問題も、コミュニケーションの力が大切ですし、助けを求める力も重要なので
はないかと思います。
そろそろ終わります。親密圏や社
会の構図が変わっていく中で、行政
の社会サービスがますます整備され
る必要がある。これは前提です。一
人暮らしの家庭、父子家庭、母子家庭、
いろいろあるわけですけれども、い
ろいろな家族の形があることを前提
にしながら、家族とコミュニティの
新しい形をつくっていくことも大切です。これは育児にとっても介護にとって
もすごく重要ではないかと思います。もちろん、昔のような相互監視のムラ社
会に戻れと言っているわけではありません。やはりプライバシーは保護しなけ
ればいけない。でも、家族や地域を風通しのいいコミュニケーション関係の中
で再生していかないと、育児も介護もうまくいかないのではないかと思います。
䠐㻌 ᐙ᪘䞉䝁䝭䝳䝙䝔䜲䛾෌⏕䜈 
 
 ⾜ᨻ䛾♫఍䝃䞊䝡䝇ᩚഛ䜈䛾せㄳ 
 
 ከᵝ䛺ᐙ᪘䛾ㄆ䜑ྜ䛔䛸䚸ᐙ᪘䞉䝁䝭䝳䝙䝔䜲
䛾᪂䛧䛔ᙧ䜈 
 䝥䝷䜲䝞䝅䞊ಖㆤ䛸㢼㏻䛧䛾䛔䛔䝁䝭䝳䝙䝔䜲
ᙧᡂ䜈 
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最後に、先ほど申し上げたように、
今、日本の社会は、人類史始まって
以来の本格的な超高齢社会に突入し
ています。人類史の実験場だとさえ
言われています。この実験の場で私
たちは生きています。逆に言うと、
日本のこれからの高齢社会の実践が、
次に高齢社会を迎える社会の前例に
なります。失敗も含めて、実験の場としての日本の社会でいろいろな工夫をし
ながら、自分の生活を見直したり、自分の思いを他者と共有したり、自分ので
きることとできないことをチェックしたり、自分たちが過剰に身構えていない
か、もっと助けを求める力やコミュニケーションの力を身に付けるべきではな
いかも含めて、男性自身が考えていく必要があるのではないかと思います。
ちょうど 1時間くらいになりましたので、私のおしゃべりはこれで終わりま
す。どうもご清聴ありがとうございました。
䛚䜟䜚䛻 
 
 ே㢮ྐ䛾䛺䛛䛷ึ䜑䛶䛾ᮏ᱁ⓗ㉸㧗㱋♫఍
䜢㏄䛘䜛᪥ᮏ♫఍ 
 
 ே㢮ྐୖ䛾䛂ᐇ㦂䛃䛾ሙ䠛䛻䛺䜛᪥ᮏ♫఍ 
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津止：どうもありがとうございました。伊藤先生のお話は、日ごろ男性介護者
の集い、あるいは男性介護者の会で見聞きをする皆さま方を彷彿とさせるよう
な雰囲気がありました。本当に、コミュニケーションのあり方、私たち介護を
している男性たちの悩み、葛藤、大きな社会構造の文脈に落とし込むと、今の
先生のお話になるのかなと思って、非常に印象深く聞かせてもらいました。介
護する男性たちの支援の論理と根拠を求めていこう、そのために私たちの介護
の環境をリポートする、あるいは働き方を変えていこうとする動きは、人類の
大きな実験と言われると、やりがいもありますし、意味ある社会運動にもなる
という感じがしました。苦しいけれども、頑張っておけば、私たちの後に続く
者のために大きな道標になるのではないか、そんなことを皆さま方が思ったの
ではないかと思っています。伊藤先生のお話を受けて、議論を引き続き深めて
いきたいと思います。先生、どうもありがとうございました。
